
 

令和４年３月 31 日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 

神奈川総合産業高等学校(全日制)  

令和３年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 

 
視点 

４年間の目標 
１年間の目標 

取 組 の 内 容 校内評価 学校関係者評価 総合評価（３月22日実施） 

（令和２年度策定） 具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 （２月書面実施） 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 

学習指導 

①探究活動、体験
活動、研究活動を
充実させ、生徒一
人ひとりの個性を
いかした教育課程
を編成するととも
に、主体的な科目
選択ができる系と
分野のシステムを
充実させる。 
②創造力、推進
力、発信力の育成
と学習習慣を確立
させ、生徒一人ひ
とりが積極的に自
己を伸長させるた
めの学習を支援す
る。 

①生徒一人ひ
とりの個性を
いかし、創造
的な活動がで
きる人材を育
成するため
に、新学習指
導要領に基づ
いた教育課程
を編成すると
ともに、主体
的な科目選択
ができるよう
工夫をする。 
②学習習慣を
定着させ、生
徒一人ひとり
が積極的に主
体的な学びに
取り組めるよ
う支援すると
ともに、プレ
ゼンテーショ
ン能力を育
む。 

①各系、分野の施
設設備を活用し、
専門教育を充実さ
せ、自ら課題を解
決する力を育む。 
生徒の現状や関心
に即し、単位制、
２学期制の特色を
活かした教育課程
を編成し、学習計
画ガイダンスで理
解しやすいよう説
明する。 
②生徒が主体的に
学べるよう、計画
的に研究授業や校
内研修会を実施
し、授業改善を図
る。 

①生徒一人ひとりが課
題に対して自ら解決策
を講じ、積極的に取り
組んでいたか。生徒一
人ひとりが主体的な科
目選択に取り組んでい
たか。 
新学習指導要領の施行
に向けた教育課程の編
成ができたか。 
②研究授業や校内研修
会を実施したか。ま
た、「生徒による授業
評価の３、４が 90％以
上になったか。 

①７月と 12 月に学習 
計画ガイダンスを実施
した。履修する科目の
内容を丁寧に説明し、
生徒の興味・関心に基
づいた個人時間割を作
成することができた。 
新学習指導要領に基づ
いた令和４年度入学生
用の教育課程編成を終
えることができた。年
度末にむけて、令和５
年度、令和６年度の教
育課程の検討を進めて
いく。 
②生徒が主体的に学べ
るよう、研究授業およ
び校内研修会を実施し
た。その結果、生徒に
よる授業評価において
７項目中５項目におい
て評価の３、４が 90％
以上になった。 

①個人時間割作成の作
業が煩雑で、担当者に
多くの負担がかかって
いる。選択科目の精選
を行うなどの方策が必
要である。 
②新型コロナウィルス
感染症の影響により制
限がある中で、生徒の
主体的・対話的で深い
学びにつながる充実し
た授業ができるよう、
各教科での更なる工夫
が必要である。 

①きめ細かな履修指導や学習計画

ガイダンスにより生徒一人ひとり

の時間割が作成されていると思い

ます。担当者の負担がかかってい

る状況は、先生方の知恵を出し合

って工夫し、軽減される方策を整

えていただきたいと思います。 

 

②安定した授業が行われているこ

とが生徒による授業評価によって

理解することができます。より細

かな意見を拾い上げて、共有して

いただくようお願いします。 

①年２回実施した学習計画
ガイダンスや、担任・教育
課程グループの個別履修指
導の結果、生徒の興味・関
心、進路希望に基づいた個
人時間割を作成することが
できた。令和４年度入学生
教育課程編成表を完成し、
令和５年度・６年度の教育
課程編成表の作成を進める
ことができた。令和４年度
の早い時期の完成を目指し
ている。 
②生徒授業評価について、
授業の在り方等で80%以上の
肯定的な回答を得られた。
今後は対面授業だけではな
くリモート授業においても
高評価が得られるよう取り
組みたい。課題研究発表会
において、ＩＣＴを活用
し、コロナ禍においても実
施することができた。デー
タを蓄積して活用していき
たい。 

①学習計画ガイダンスの時
間が限られているため、資
料等を工夫してさらに解り
やすい指導を進めていく。 
令和５年度・６年度の教育
課程編成表を早い時期で完
成させ、新カリキュラム２
年目の学習計画ガイダンス
に活かしていく。 
 
 
 
 
②臨時休業等の状況におけ
るリモート授業において、
対面授業と同等の授業が展
開できるよう検討する。課
題研究において、過去のデ
ータを蓄積し、単年度では
なく継続した研究になるよ
う検討する。 

２ 
生徒指導 

・支援 

①生徒一人ひとり
の豊かな人間性を
育み、生徒理解に
基づく生徒指導や
教育相談体制を充
実させる。また、
安心で安全に希望
をもって学べる学
校をつくる。 
②生徒の主体性の
育成に向け、学校
行事や生徒会活動
等を充実させる。 

①生徒一人ひ
とりの規範意
識を育て、主
体的に責任あ
る行動ができ
るように継続
的な指導を計
画し進める。 
①生徒一人ひ
とりの多様性
を踏まえた校
内支援体制の
推進を図り、
安心で安全
な、明るく活
力のある学校
をつくる。 
②学校行事や
委員会活動に
おいて、生徒
が主体的に企
画・運営を行
えるようにす
る。 

①名札の着用や交
通・通学ルールの
遵守など、基本的
な規範意識を養う
環境を作る活動
や、関係グループ
と連携し、それら
を浸透させる活動
を行う。 
①年次会を中心と
した情報交換の徹
底や関係グループ
との連携により、
生徒の様々な相談
や課題に対応でき
る組織づくりを行
う。 
②行事運営に生徒
の発想を取り入
れ、主体的に活動
することにより、
生徒会活動をさら
に活性化させ、充
実を図る。 
 
 
 
 
 

①安心で安全な学校生
活に向けた取組及び生
徒の規範意識向上に向
けた取組を充実させる
ことができたか。 
①年次会やケース会
議、いじめ対策会議、
関係グループとの連携
により、生徒の状況を
適切に把握し、相談や
課題へ組織的に対処で
きたか。 
②各行事の事後アンケ
ートで生徒の満足度が
80％以上になったか。 

①名札の着用や交通・
通学ルールの遵守な
ど、基本的な規範意識
を養う環境を作る活動
や、関係グループと連
携し、それらを浸透さ
せる活動を行ことがで
きた。 
①年次会を中心とした
情報交換の徹底や関係
グループとの連携によ
り、生徒の様々な相談
や課題に対応できる組
織づくりに取り組ん
だ。 
②コロナ禍ではある
が、事前申し込みや、
チケット配付、人数制
限等の工夫と感染対策
を徹底した上で、体育
祭、文化祭、芸術鑑賞
会等の学校行事を実施
することができた。内
容や日程変更等、制限
された中での実施では
あったが、生徒は概ね
満足していた。 

①指導を行った直後か
らしばらくは継続して
ルールを守ることがで
きるが、一定期間経つ
と忘れてしまうので、
継続的な取り組みを行
う計画を立てることが
必要である。 
①情報共有や連携の取
りやすい組織づくりは
継続して行う必要があ
る。また、多様な生徒
が在籍しているため、
教員向けに支援方法の
研修なども検討してい
く。 
②学校行事等に対して
現状以上に生徒が主体
的に活動できるよう、
行事の内容や取り組み
方等を工夫する。 

①学校生活でのルール遵守や、交

通安全教育の実施等について、生

徒の規範意識の醸成のために粘り

強く、継続的な指導をお願いしま

す。 

 

①いじめの未然防止のため様々な

取組に感謝します。生徒の変化を

見逃さずにキャッチできるよう、

研修等を積んで、組織として支援

いただけるようお願いします。 

 

②コロナ禍にもかかわらず体育

祭・文化祭が開催されたことを評

価いたします。生徒や先生方の密

接な意思疎通のもとに準備され実

施されたことと思いますので、ぜ

ひ、今後に活かすようにしてくだ

さい。 

 

①学校生活でのルール遵守

や、交通安全教育の実施に

より、規範意識を持たせる

ことができた。生徒の規範

意識を継続的に保たせるこ

とが課題である。 

①組織的ないじめ未然防止

への取り組みと関係各署へ

の連携をとることができ

た。今後も継続して連携を

とるとともに、生徒一人ひ

とりの課題に合わせた支援

が必要である。 

 

②各行事、部活動について
は生徒のカリキュラムマネ
ジメントの充実に努めるこ
とができた。各行事の満足
度は、体育祭の各種目で
70％以上、文化祭で 80％以
上となり高いものが得られ
た。感染防止対策の中での
実施ではあったが、80%の目
標値に近い成果を得られ
た。 
 

①継続力の無さが大きな課
題であるため、定期的な朝
の通学指導や、ＬＨＲを使
った規範指導などの導入が
必要である。また、名札の
着用や衣服への啓発など、
職員も含め共通の認識を得
る方法を検討する。 
①生徒への支援と指導の充
実をはかり、ＳＣ・ＳＳＷ
の拠点校である利点を活か
した体制の構築を行ってい
く。 
 
 
②次年度も感染防止に努め
た行事企画が求められると
予想される。生徒の主体的
な活動を十分に支援して職
員間の協力体制を一層高め
ていく。 



 

３ 
進路指導 

・支援 

社会で生きるため
に必要な知識や能
力を身につけると
ともに、個々の進
路希望を実現させ
るための支援とキ
ャリア教育を充実
させる。 

生徒一人ひと
りの主体的な
進路希望を実
現するため
に、キャリア
教育及び進路
支援体制を強
化する。 

生徒の進路意識を
高め、進路実現で
きるように面談や
各種ガイダンスを
適切に実施し、支
援を行う。「総合
的な探究の時間」
を活用し、自己の
あり方、社会との
かかわりについて
考える機会を設け
る。計画的なアセ
スメント及びイン
ターンシップなど
を実施する。 

生徒の進路実現のため
の支援を行い、卒業時
の進路未決定者数を減
少させることができた
か。 
自己の進路について考
える機会をもたせるこ
とができたか。進路実
現に資する模試の実施
割合が、計画に対して
80％以上実施すること
ができたか。 
インターンシップに参
加した生徒に行ったア
ンケート結果の「満足
できる」が、80％以上
になったか。 

生徒の進路意識を高

め、進路実現できるよ

うに面談や各種ガイダ

ンスを適切に実施する

ことができた。  

また、総合型選抜や学

校推薦型選抜で「総合

的な探究の時間」で取

り組んだ探究学習を活

用し、少しずつではあ

るが成果を上げること

ができた。模試は計画

的に 100％実施するこ

とができた。インター

ンシップはコロナ対策

を講じて実施された。 

生徒一人ひとりに向き

合いながら面談や各種

ガイダンスを行ってい

るが、進路意識を少し

でも早く持たせること

ができるようにしてい

きたい。「総合的な探

究の時間」と総合型選

抜や学校推薦型選抜と

連動できるよう、検討

する。 

推薦入試等による進路決定者が多

くいますが、生徒一人ひとりのニ

ーズに沿った指導だと思います。

大学入学共通テストにかかる丁寧

な指導もお願いします。生徒の希

望進路の実現に向けて、引き続

き、丁寧なご指導をお願いいたし

ます。 

成果としては、面談・各種
ガイダンスを踏まえ、卒業
後の進路未決定者がほぼな
くなり、生徒一人ひとりの
主体的な進路実現がおおよ
そ達成されたことである。
課題としては、「総合的な
探究の時間」をどのように
進路実現に結び付けるため
に活用することができるの
か検討する。 
 

各年次と緊密な連携を継続 
して取り組み、適宜、進路 
ガイダンスを効果的に実施 
する。また模試を積極的に 
活用し、進路実現につなげ 
る。「総合的な探究の時 
間」をどのように活用でき 
るのか検討する。 

４ 
地域等 
との協働 

①積極的なボラン
ティア活動を展開
し、地域の小中学
校や自治会など近
隣地域との連携を
深め、地域に根ざ
した教育活動を推
進する。 
②学校の情報を広
く地域に発信し、
地域に開かれ、地
域と共にある学校
づくりをさらに進
める。 

①コミュニテ
ィ・スクール
を利活用する
とともに、地
域および他校
間との連携を
図り、生徒一
人ひとりの主
体性を育成す
る。 
②学校の活動
や生徒の様子
をホームペー
ジ等を通じ地
域へ広く発信
する。 

①地域の小学校
（２校）と連携し
行っている高校授
業体験について、
小学校の意見を参
考に方法や内容を
精査しより良いも
のとなるよう検討
する。 
②ホームページ運
用を学校全体で取
り組み、内容の充
実を図る。 

①高校授業体験に対
し、小学校の理解を得
られるような内容を計
画できたかどうか。 
 
 
②ホームページ運用を
学校全体で行い、例年
の更新回数 40 回を上回
ることができたか。 

①コロナ禍のため小学 
校との連携を計画した
が、実施についてはや
むを得ず中止すること
となった。来年度に向
けて高校授業体験が小
学生にとって視野を広
げられる機会になるよ
うに、実施内容の検討
を行った。 
②ホームページの書き
込み方などの教員向け
講習会を実施し、学校
全体で運用すること
で、更新回数が58件を
超え、例年の更新回数
を上回ることができ
た。 

①高校授業体験を毎年 
充実したものになるよ 
うに検討実施する。ま 
た、コミュニティ・ス 
クールの新たな活用方 
法を検討する。 
②さらに魅力あるホー
ムページの更新を目指
し、学校全体での運用
を促すとともにこれか
らのホームページの活
用方法を模索する。ま
た学校での様子を地域
全体に発信できるよう
な環境を整える。 

①高校授業体験が実施できなかっ 
たことは残念ですが、再開できる 
状況になったときは、ぜひ実施し 
ていただきたい。 
 
②ホームページでの情報発信は、 
中学生等に学校の教育活動を理解 
していただく有効な手段だと思い 
ます。一部更新が滞っていること 
が確認できます。改善していただ 
きたいと思います。 

①高校授業体験の内容を充
実するための検討はできた
が、春と冬に行われる予定
であったためコロナ禍の
中、実施に至らなかった。
生徒・教員・地域の方によ
る清掃活動や図書館と連携
した活動は工夫したうえで
行うことができた。 
 
②ホームページを学校全体
で運用することができた。
また、更新回数も増やすこ
とができた。来年度はホー
ムページの詳細な設定など
を定期的に見直しつつ、さ
らなる活性化を目指す。 

①来年度以降、授業体験に
実施するために、日程等の
変更や実施方法などを検討
する必要もあると思われ
る。小学校と連絡を取りな
がら、今後も取り組みた
い。また、来年度もコロナ
禍でもできるところから地
域と連携した活動を行って
いきたい。 
②連携広報の活動をコロナ
禍でも最大限に生かせるよ
うな企画を考えていきた
い。今後も学校内での、ホ
ームページの書き込み方法
について周知徹底を行い、
活用するよう全体に呼びか
けを行っていく。 

５ 
学校管理 
学校運営 

①事故・不祥事の
未然防止を徹底す
るとともに、教職
員の実践的指導力
を向上させる。 
②生徒の防災意識
を高め、防災教育
を推進する。 
③教員や生徒、保
護者など学校関係
者が協力した、式
典を事故なく執り
行うとともに、生
徒の学習成果発表
などを積極的に発
信する。 
④教員のライフワ
ークバランスを推
進するため教員の
働き方改革を推進
する。 

①事故・不祥
事防止のさら
なる徹底を図
る。また、私
費会計の適切
な運用を行
う。 
②防災教育の
充実を図り、
生徒一人ひと
りの防災意識
と防災対応能
力を高める。 
③式典等の学
校行事を滞り
なく運営す
る。 
④長時間勤務
を是正する。 

①事故・不祥事防
止に係る研修会を
充実させるととも
に、教職員が相談
しやすい環境を整
える。 
また、会計基準に
基づき、適正に予
算を執行する。 
②生徒・保護者に
対して、災害時の
行動について啓発
できるような安全
指導対策を実施す
る。 
③PDCA サイクルに
より、式典が一層
充実するように努
める。 
④「ノー残業デ
ー」を実施すると
ともに、勤務時間
内の会議を徹底す
る。 

①事故・不祥事がゼロ
であったか。 
②防災教育として、大
規模災害時を想定した
生徒・保護者・教員・
地域が連携した訓練を
２回実施できたか。 
③関係部署と緊密な連
携をとることで、式典
を円滑に進行すること
ができたか。 
④月２回以上「ノー残
業デー」を実施できた
か。 
勤務時間を超えずに会
議を行うことができた
か。 

①事故・不祥事防止会 
議での研修などによ
り、事故不祥事ゼロを
達成した。会計業務に
おいては適切に処理し
監査等で大きな指摘を
いただくことはなかっ
た。 
②防災教育として、昨
年度のアンケート等を
もとに、大規模災害時
を想定した生徒・教員
が連携した、より踏み
込んだ訓練とＤＩＧを 
行うことができた。 
③関係部署や該当年次
との打合せ等を綿密に
実施することで、式典
等の学校行事を滞りな
く進行することができ
た。 
④管理職からの声がけ
や、衛生委員会を活用
して、長時間勤務の解
消に努め、働き方改革
の意義・実現への啓発
を行うことができた。 

①引き続き、研修等の
機会をとらえ全職員で
事故・不祥事をゼロと
する。 
②さらに本校にふさわ
しい防災教育を実施で
きるよう内容の検討を
行う。本校に必要な防
災訓練の内容をよく検
討し、感染対策も徹底
しながら生徒・教員等
がよりよい行動を可能
にできるような訓練の
実施を目指す。 
③より細部を充実させ
るため、PDCAの仕組み
を効果的に機能させる
取組を行う。 
④働き方改革のとらえ
方が職員個々で差異が
ある。社会情勢の変化
も踏まえ、組織全体と
して、職員の主体的な
働き方の変革を促す必
要がある。 
 

①全職員で事故・不祥事をゼロと 
したことを評価します。 
 
②生徒の安心・安全のため、引き 
続き、防災教育・減災教育の実施 
をお願いします。 
 
③コロナ禍でも、工夫して式典等 
を実施していただき感謝します。 
引き続き、感染予防対策を行い実 
施いただきたいと思います。 
 
④コロナ禍での業務拡大は、働き 
方改革を行っていくうえで、困難 
を伴うと思いますが、様々な方策 
を施して取り組んでいただくよう 
お願いします。 

①全職員一丸となり、事
故・不祥事をゼロとした。 
ヒヤリ・ハット事例を含
め、チェック体制のさらな
る充実が課題である。 
①年間を通じて教育振興費
の会計業務を適正に処理す
ることができた。引き続
き、監査等で指摘事項がな
いように万全を期したい。 
②１年間を通して様々な防
災教育を実施することがで
きた。防災訓練については
今年度のアンケートなどを
参考にしながら、来年度も
さらに工夫した防災教育を
行なう。 
③コロナ禍でも、重要な式
典等の学校行事はいくつか
のパターンを想定し、感染
対策の徹底を図り、他部署
や該当年次とも連携して実
施することができた。 
④衛生委員会で通年の課題
として啓発できたことを成
果としたい。職員の意識変
革が課題である。 

①事故・不祥事防止のため
の確実なチェック体制の構
築を目指し、事故・不祥事
防止会議の充実と全職員の
意識向上を図る。 
①会計業務に携わらない職
員に対しても、マニュアル
や処理方法を周知し、事故
防止に努める。 
 
②防災訓練の充実を図るた
めに、日程の調整なども行
いながら防災教育・減災教
育の検討を行い実施する。 
 
 
 
③これまでのノウハウや工
夫を一定整理したうえで、
より安心して式典や行事が
開催できるように今後も取
組を前進させる。 
 
④教職員の健康は生徒指
導・支援の絶対条件である
ことから、組織全体で考え
ていく。 


